
様式第7号（第10条関係）

う　る　ま　市　長　　　様

印

にて交付決定のあった次の事業の実績に

ついて下記により関係書類を添えて報告いたします。

金 円

３　補助金所要額精算調書（様式第7号（別紙1））

４　支出済額算出内訳書（様式第7号（別紙2））

５　添付書類

　（１）新すこやか保育事業に該当する場合

　　　①給食費助成による給食の充実方法・内容報告書（様式第7号（別紙3））

　　　②賠償責任保険証券及び領収証の写し

　　　③給食材料購入の領収証の写し

　（２）認可外保育施設研修事業に該当する場合

　　　①物品購入・修繕等の領収証の写し

　　　②物品購入・修繕等の写真等

　（３）指導監督基準達成・継続支援事業に該当する場合

　　　①改修にかかる領収書の写し

　　　②改修にかかる写真等

　（４）認可化移行支援事業に該当する場合

　　　①認可化移行年度における基礎指標一覧表（様式第1号（別紙4））

　　　②認可化移行計画（様式第1号（別紙5））

　　　③職員の給与改善予定表（様式第１号（別紙5②））

　　　④認可化移行支援事業（運営費）月別利用児童数一覧表（様式第1号（別紙6））

６　その他必要となる書類

　年　　月　　日

　令和　年　月　日 付けうるま市指令第 号

認可外保育施設保育サービス向上事業補助金実績報告書

所 在 地 うるま市○○

保育施設名 ○○保育園

代 表 者 名 ○○　○○

１　事業の名称： 認可外保育施設研修事業

２　補助金精算額： 【別紙１の精算額を記載】

記

見本



様式第7号（別紙1）

保育施設名：

３　指導監督基準達成・継続
支援事業

合　　　　　　　　計
【上の金額を

記載】

G

２　認可外保育施設研修事業
【別紙２の合
計額を記載】

【基本は0】 【A-B＝C】
130,000
OR

300,000

Eに補助率（95％）
を乗じて千円以下を
切り捨てた額とFの
額を比較して少ない
ほうを記入

【上の金額を
記載】

【上の金額を
記載】

【上の金額を
記載】

【上の金額を
記載】

１　新すこやか保育事業

４　認可化移行支援事業

補助金所要額精算調書

種　　　目

対象経費の
実支出額

寄付金その他
の収入額

差引額 補助基準額 精算額

A B C（A-B）

（単位：円）

補助対象額
CとDを比較して少な

いほうの額

E

交付決定額

FD

【上の金額を
記載】

【上の金額を
記載】

○○保育園

CとDを比較して少な
いほうの額

【交付決定額
を記載】

見本



様式第7号（別紙2）

施設名：

　１　新すこやか保育事業

　　（１）児童の健康診断費

　　（２）給食費

　　（３）調理員の検便費

　　（４）賠償責任保険料

　２　認可外保育施設研修事業

　３　指導監督基準達成・継続

　　　支援事業

　４　認可化移行支援事業

　　（１）運営費

　　（２）施設改善費

合　　　　　計 【領収額を記載】

支出済額算出内訳書

（単位：円）

種　　　目 金　　　額 精　算　内　訳

○○保育園

【領収額を記載】 【購入品目または修繕名を記入

し、各項目ごとに領収額を記載】

見本



保育施設名：

金額（円）
※税込

目 的 ・ 効 果 ・ 参 加 （ 予 定 ） 研 修 等
※ 具 体 的 に 記 入 す る こ と ）

① 机×５ 50,000 正しい姿勢で、食事やお勉強をすることができる。

② 絵本10冊 20,000 園児の集中力・想像力をはぐくむため。

③ パソコン 70,000
保育に必要な情報収集、園児の情報の管理、手続等を効
率よく行うことができ、保育の充実につながる。

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

140,000

130,000

① 冷房設置 100,000 熱中症を予防し、安全に保育を行うことができる。

② 遊具の修繕 90,000
老朽化した遊具を修繕することで、子どもが安全に遊ぶ
ことができる。

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

190,000

300,000

【留意事項】
※

安
全
確
保
関
係

補助対象経費②

補助対象経費　計

本事業は、保育に必要な用具の充実・安全の確保を支援することにより、認可外保育施設に入所する児童の処遇向
上及び保育の質の向上を図ることを目的としているため、保育用具等の購入及び安全確保を実施することによる、
目的・効果を確実に記入して下さい。

認可外保育施設研修事業補助金の利用目的及び効果

○○保育園

品名/修繕内容

保
育
材
料
等

計

補助対象経費①（13万円上限）

見本


